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概要（目的・用途・実施
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Abstract (Aim, Use
Applications and

Contents)

有機EL、有機太陽電池、有機トランジスタ等の有機薄膜デバイス動作において重要
な過程となる、発光・吸収エネルギー、電極から有機半導体へのキャリア注入障壁、
電子・正孔輸送の大気安定性を決定する重要なパラメーターは、有機半導体薄膜の
エネルギー準位（HOMO-LUMO準位）である[1]。本研究では有機薄膜デバイスの
動作理解のために、そのエネルギー準位を正確に求めることを目的とする。

実験
Experimental

典型的な有機半導体をタングステンボートに充填し、抵抗加熱により真空蒸着膜10
nmをITO基板上に形成した。真空蒸着膜は一度大気に暴露し、筑波大学へ搬送し、
再び高真空化にして、紫外光電子分光法（UPS）でHOMO準位測定、低エネルギー
逆光電子分光法（LIEPS）でLUMO準位測定を行った。

結果と考察
Results and Discussion

これまでにLUMO準位に関しては、UPSや大気中光電子収量分光法（PYSA）によ
るHOMO準位と光学吸収端を用いて、便宜的に値が求められていたが[1]、LEIPSは、
直接的にLUMO準位を求めることが出来る[2]。今年度は、LEIPSを用いて典型的な
有機EL電子輸送材料のLUMO準位測定を重点的に行い、これまでに報告されている
光学吸収端を用いて算出されたLUMO準位との比較を行った。また図1の典型的な
電子輸送材料SPPO1のLUMO準位の測定を行い、新規高分子材料との組み合わせで、
有機ELのデバイス設計・作製を行い、論文報告を行った。
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Figures, Tables and
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図1 SPPO1の化学構造式とLEIPSデータ
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